判決要旨
被告の行為と認識

被告が開発、公開したウイニー２が、（正犯）実行行為の手段を提供して、ウイニーの機能として匿名性があることで精神的にも容易ならしめた客観的側面は明らかに認められる。

ウイニー２は、それ自体はセンターサーバを必要としない技術の一つとしてさまざまな分野に応用可能で有意義なものだ。技術自体は価値中立的であり、価値中立的な技術を提供することが幇助となりかねないような、無限定な幇助犯の成立範囲の拡大も妥当ではない。
⇒winny2の技術自体には違法性ないが、匿名性に問題点がある、という判断。
結局、外部への提供行為自体が幇助行為として違法性を有するかどうかは，提供する際の主観的態様によると解するべきである。
被告の捜査段階における供述や姉とのメールの内容、匿名のサイトでウイニーを公開していたことからすれば、違法なファイルのやり取りをしないような注意書きを付記していたことなどを考慮しても、被告は、ウイニーが一般の人に広がることを重視し、著作権を侵害する態様で広く利用される現状を十分認識しながら認容した。

そうした利用が広がることで既存とは異なるビジネスモデルが生まれることも期待し、ウイニーを開発、公開しており、公然と行えることではないとの意識も有していた。

⇒作者が匿名掲示板において開発を進めたことや捜査段階における供述、姉とのメール内容などで「作者は公然と行えることではないとの認識があった」「作者はwinny2が違法な目的で利用されることを予期していた」と判断されてしまった。
幇助の成否

ネット上でウイニーなどを利用してやり取りされるファイルのうち、かなりの部分が著作権の対象となり、こうしたファイル共有ソフトが著作権を侵害する態様で広く利用されている。
ウイニーが著作権侵害をしても安全なソフトとして取りざたされ、広く利用されていたという現実の利用状況の下、被告は、新しいビジネスモデルが生まれることも期待し、ウイニーが上記のような態様で利用されることを認容しながら、ウイニーの最新版をホームページに公開して不特定多数のものが入手できるようにしたと認められる。

これらを利用した正犯者が匿名性に優れたファイル共有ソフトであると認識したことを１つの契機とし、公衆送信権侵害の実行行為に及んだことが認められるのであるから、被告がソフトを公開して不特定多数の者が入手できるように提供した行為は幇助犯を構成すると評価できる。
⇒著作権侵害に用いられることを認容して最新版を公開したことで幇助が成立した。
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参考

２ｃｈにおける金子氏の発言とされるもの

　「著作権含むけど、それと知らない人が単にデータを中継しただけでも捕まるってのなら逮捕可能かもしれないけど、それってルーター使ってたら逮捕と同じなわけで、システム使ってるだけで無条件で逮捕可能にしないと、捕まえられんだろう」

　「個人的な意見ですけど、Ｐ2Ｐ技術が出てきたことで著作権などの従来の概念が既に崩れはじめている時代に突入しているのだと思います。お上の圧力で規 制するというのも一つの手ですが、技術的に可能であれば、誰かがこの壁に穴あけてしまって後ろに戻れなくなるはず。最終的には崩れるだけで、将来的には今 とは別の著作権の概念が必要になると思います。どうせ戻れないのなら押してしまってもいいかっなって所もありますね」

　「あと作者の法的責任に関しては、情報公開を要請されるとか公開停止程度の勧告はありえますが、逮捕というのはまずありえないだろうと考えています」
＊ただし本人の発言であるという証拠はない。

引用元：http://winny.info/2ch/47.html（last visited 1/21）
姉へのメール内容の問題とされる部分

「悪貨は良貨を駆逐するのはいつの時代でもそうで、悪用できるソフトは宣伝しなくても簡単に広まるね」
↑これの引用元個人ブログなんですけどＵＲＬ貼るべきでしょうか？

被告の行為は独善的かつ無責任な態度といえ、非難は免れない。正犯者らの行為によって生じた結果に対する被告の寄与の程度も決して少ないものではない。著作権侵害を企図していたわけではなく、何ら経済的利益を受けていない。





著作権侵害に用いられることを認容して最新版を公開し多くの者が入手できるようにした。





著作権侵害に用いられることをWinny2公開段階で認識していた。積極的企図は否定。





社会における現実の利用状況やそれに対する認識、提供する際の主観的態様による





技術自体は価値中立。無限定な幇助犯の成立範囲の拡張は妥当でない。





Winny2による実行行為の手段の提供。匿名性による精神的な助長。





量刑について





幇助の成立について





被告の認識





幇助の違法性判断基準





技術の評価と幇助の範囲





正犯の客観的助長の有無








